
第9回中部乳癌会議 NPO法人がん情報局 2013年3月2‐3日

1

Ｃ班

症例３
 56歳閉経後、右乳癌(T2,N0,M0,StageⅡA)で

Bt + SLNB施⾏．
 病理結果：Invasive micropapillary carcinoma, 

t = 35mm × 30mm
n : 1/3 (SLN, 0.7mmのmicrometa, 郭清は省略）
グレード２，ER(8), PgR(8), HER2(1+)
Ki67<20%

A) 化学療法→ホルモン治療
B) ホルモン治療のみ
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本症例における検討事項
 Invasive maicropapillary carcinoma(IMPC)は、

通常のInvasive ductal carcinoma(IDC)と⽐較して
予後が本当に悪いのか？

 T2N1、ホルモン陽性、HER2陰性、Ki67: 20%未満
(Luminal A)に対する術後治療は何が妥当か？

IMPCとIDCの予後の⽐較

The Breast    Jeong Yu, et al. 2010 

IPMCの予後はIDCと同等！！
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IMPC (n=624) で検討された予後

Clinical Breast Cancer    Albert C. et al. 2012 

本症例における検討事項
 Invasive maicropapillary carcinoma(IMPC)は、

通常のInvasive ductal carcinoma(IDC)と⽐較して
予後が本当に悪いのか？

 T2N1、ホルモン陽性、HER2陰性、Ki67: 20%未満
(Luminal A)に対する術後治療は何が妥当か？
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術前化学療法でのホルモン受容体発現状況によるpCR率の差異1

術前化学療法でのホルモン受容体発現状況によるpCR率の差異2
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閉経後乳癌, n+(1‐3)に対する
（TAM alone vs TAM + CAFに比較試験における）
OncotypeDXによる予後の検討

まとめ
 サブタイプ別にみた術前化学療法においてホルモン

受容体陽性乳癌ではpCR率が２%前後と低く、化学
療法に対する感受性不良であることが⽰されている

 HR+乳癌術後の⽐較試験（TAM vs TAM+chemo)
におけるDNAarrayによる再発リスクの検討では、
Low Risk(LuminalAに該当)でのchemoの上乗せ効
果は極めて少ない
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最終弁論

 IPMCの予後はIDCと同等！！

ホルモン受容体陽性乳癌ではpCR率が２%前後
と低く、化学療法に対する感受性不良である

 Low Risk(LuminalAに該当)でのchemoの上乗
せ効果は極めて少ない

ホルモン治療単独を推奨します


